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の声をお寄せ下さい。

｛1“i’11Ele名を明aL；し、毎

月25日注で「広報係」
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。

　
6
耕
土
培
養
実
施
結
果

：
：iJi：iii：i：’
：
i
：
i
：
i
i
；
J
：
－
；
Z
：
i
i
i
”
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
”
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
“
i
：
＿
’
Z
；
－
：
i
i
E
i
：
：
J
－
，
L
i
：
：
＿
’
：
：
：
：
：
：
Z
：
i
i
i
i
：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
；
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
；
：
：
：
：
；
＝
　
i
　
i
l
l
R
I
過
欝
石
肇
主
体
と
し
臆
毎
ー
ン
カ
ク
⑦
警
姦
つ
て
い
神
川
t
f
t
s

議会たより

亙

町

（1、

h
り
、
押
い
し
な
い
ご
と

に
決
足
、

つ
い

マ
請
　
災
雲
一
復

案驚
に
　
旧
工
事

入
り
、

三
四
腎
、

県
牌
。
＋
い

用
基
楡
協
会
に
対
づ
乙
川

資
に
つ
い
て
‖
悟
案
可
決

÷
昌
念
の
円
氾
芹
・
た
め

一u鮎
パ
．
嘉
、
か
。
．
き
れ
そ
れ
・

町
ー
、
n
力
年
に
坤
り
」
一
1
六
．
六

□
G
門
爵
す
る
ξ
葦

1］
六
号
　
土
人
災
皆
復
川
費
債
」
増
額

に
つ
い
て
1
1
原
案
可
決

　
寸
イ
災
需
御
旧
L
串
の
実
施
指
定
が

川
り
、
そ
t
に
つ
れ
て
当
初
の
起
薇
額

一CO
万
円
を
一
．
二
〇
々
円
に
引
－
げ

る

r
と
」
ー
セ
も
の
。

三
し
号
　
町
税
条
例
の
　
パ
改
月
u
原

宰
可
決

　
日

似
中
荷
巾
榊
め
廃
止
、
軽
け
刷
中

椀
の
判
川
な
ど
地
力
税
法
の
改
正
に
よ

費

な
ど
千
四
百
万

追

川

巳
d

る
菜
例
凶
且
を
し
汁
嵩
の

一
九
号

部
分
林
畑
－
願
に
つ
い
て
＝

原
牢
可
決

四
〇
号

施
牌
備
品
の欝
に
つ
い
て

1
1
原
案
可
決

　
高
倹
の
県
V
移
質
F
伴
い
、
敷
畑
、

レ
’
山
、
備
品
な
μ
を
県
い
寄
附
す
る
こ

と
、
し
た
も
の

’

l
八
号

氾
加
更
d
予
算
（
第
　
回
）

1
1
卯
傑
吋
ぴ

　
お
も
な
も
の
は
↓
木
盟
で
、
再
査
定

の
結
果
、
塩
屋
海
岸
堤
、
堂
之
元
左
右

両
岸
の
災
啓
復
旧
ー
事
を
本
第
度
学
、
施

す
る
見
込
で
そ
の
田
川
パ
費
一
〇
九
九

力
円
余
を
計
上
、
L
た
、
町
道
補
修
費

11

八
力
円
、
町
肯
利
宅
パ
認
費
八
二
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
（
二
顧

　
　
l
」
　
　
　
　
　
分
＋
地

　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
収
費
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
し
万
円

．

r
克
議
決
　
を
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

失業保険法の改正

取

扱

い

か

簡

‘
」
に

　
　
　
　
　10

月
1
日
か
ら
実
施

　

、
失
文
保
険
法
の
一

部
を
改
“
す
る
法
葎
L

け
、
去
．
C
四
月
二
白
日

政
肘
原
案
と
お
り
可
決

反
立
し
ま
し
た
。

今
ま

で
力
朱
．
パ
保
険
法

で
は
、
小
企
繁
の
事
業

所
で
仇
い
て
い
る
労
仇

者
ば
あ
ま
り
失
挙
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
恩
恵
を
受
け
て
R
り
長
辻
ん
で
し
た

こ
の
財源
し
て
は
’
町
債
1
1
1
o
i
し
か
し
こ
の
た
⑪
法
律
が
改
め
ら
れ
ま

力
円
国
康
パ
担
金
八
八
四
万
円
・
繰
越
し
た
の
で
、
小
企
業
（
五
人
未
満
）
の

5
7
二
〇
市
力
円
・
則
方
交
付
税
な
ど
と
労
仇
者
も
た
や
す
く
失
菜
保
険
に
加
入

な
っ
て
い
汁
声
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
に
ょ
る
制
度
は
一
部
を
除
き
，
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
の
主
な
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
特
定
賃
金
制
度
と
保
険
料
の
納 ー

・
特
別
な
婁
を
す
籠
ぽ
竃
顯
S

仏
の
名
儀
で
と
り
ま
と
め
て
行
う
こ
と
一
料
設
剖
を
汀
て
て
・
一
問
効
果
を
あ
げ
た
畑
も
比
版
的
に
少
汁
く
、
約
一
割
の
　
反
当
り
粘
土
二
．
○
し
○
貫
を
四
月
二

が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
計
画
で
す
。
昨
川
は
厚
ケ
湘
　
鳥
浜
増
取
と
な
り
ょ
し
た
。
夕
た
卿
昂
W
に
　
六
H
か
ら
二
九
x
に
か
け
て
投
入

〔3
）
滴
用
時
期
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
一
神
川
中
㎏
、
桜
隙
の
土
処
条
件
の
忠
い

（酸
瞥
度
の
高
い
）
と
乙
ろ
を
峡
び
，

鷺
駄
顯
雛
際
竃
ぷ
保
順
の
適
用
を
憂
け
な
け
れ
ば
な
、
b
　
不
当
な
干
渉
を
し
な
い
よ
・
つ
そ
れ
ぞ
れ

現
実
に
友
払
わ
れ
た
伍
舎
に
つ
い
C
保

険
料
を
計
算
し
て
お
り
ま
し
た
が
r
こ

れ
w
は
事
務
上

わ
す
ら
わ
し
い
の
で
、

押
険
料
在
計
算
す
る
も
ど

と
な
る

賃
金

を
あ
ら

か
じ
あ
月
額
ρ
決
め
て
お
き
、

一
仔
問
は
そ
の
月

額
を
も
と
に
評
算
す

91

ぱ
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

（
ロ
）
保
険
料
は
翌
月
末
ま
で
に
納
め

な
け
れ
ぱ
な
り
守
せ
ん
か
、
そ
れ
を
、

小
規
模
の
事
業
f
に
限
り
政
府
の
承
認

を
受
け
た
場
合
に
は
、
＝
カ
月
ご
と
に

年
四
回
の
納
期
と
し
て
1
1
J
ヵ
月
分
の
保

険
料
を
ま
と
め
C
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
‥2
）
失
斐
保
険
に
開
す
る
事
務
を
団

な
い
邪
藁
所
か
事
非
干
の
届
出
が
方
く

適
用
も
れ
と
な
つ
て
い
て
、
労
仇
者
が

不
利
征
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
か
ら
・
こ
れ
を
な
く
し
よ
う
と
い
う
一

の
で
す
。

（イ
）
新
た
に
届
出
ら
れ
て
滴
用
さ
れ

た
場
合
、
今
ま
で
は
二
q
問
よ
で
さ
か

の
ぼ
つ
て
保
険
g
な
ど
を
と
ら
れ
て
い

た
も

の
が
一
仔
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

（
ロ
）
納
付
方
法
も
、
納
期
を
、
一
年

以
内
に
限
つ
て
延
長
し
た
り
、
分
割
納

入
す
る

こ
・
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
（④
）
こ
の
ほ
か
、
事
業
主
が
労
仇
者

（被
保
険
者
）
に
対
し
て
、
失
業
保
蹄

の
加
入
、
資
格
認
定
の
請
求
に
っ
S
て

の
規
冗
が
、
市
θ
ら
れ
ド
し
た
。

　
失
葉
保
険
F
関
し
ご
不
朋
な
点
が
あ

れ
ぱ
、
最
寄
の
宕
定
所
へ
さ
川
談
ド
さ

い
。
な
お
現
在
鹿
児
島
県
ド
で
矢
ザ
保

険
の
適
用
を
受
け
て
い
る
の
川
次
の
よ

う
κ
状
況
で
す
。

　
　　　昭
和
ご
三
年
泊
木
規
在
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
二
四
カ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、

適
用
力
業
朗
数

　
被
保
険
君
総
数
　
P
，
　
0
’
M
．
1
1
1
五
人

　
適
用
事
業
所
の
う
ち
（
任
意
加
入
に
一

　
よ
る

も
の
）
五
人
以
ド
の
事
業
m
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
び
カ
所
　
一

　k
月
中
の
失
葉
保
険
受
給
者
丈
人
目
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
1
1
’
八
o
1
］
人
一

　
五
月
中
の
失
業
保
険
金
友
給
総
額

　
　
　
　
六
五
、
九
九
八
、
三
四
八
円

卒石
均当

1O
“
三
二
一
二
円

本
年
産
米
の

価
格
決
る

○
道
踏
壱
勝
ト
に
使
う
ど
人
に
迷
惑
を

か
け
嚇
故
の
僚
因
に
な
り
ま
す
。

o
子
犯
．
老
人
の
道
路
あ
そ
び
は
危
険

で
す
。

○
道
路
ぷ
の
ポ
ー
ル
あ
そ
び
g
や
め
よ

し
よ
う
。
　
（
大
根
占
鱗
牢
暇
）

　
　
　
　
　
　
　
6
　
■
e
　
－
　
’
－
　
“
　
－
●

生
角
謂
什
て
粘
寸
を
い
れ
な
い
と
こ
ろ

を
l
∩
○
と
し
て
、
龍
の
已
さ
1
　
O
g
r

穂
藪
三

L
、
穂
の
」
さ
I
O
四
で
t

一1割
以
ヒ
の
増
川
が
見
込
ま
れ
る
。

半
ト
日
州
区

　
ボ
ー
い
サ
イ
ト
を
反
当
一
〇
〇
〆
四

月
二
寸
投
人

　
牛
育

ー
冊
投
入
L
w
w
一
O
O
と
し
て

辛
の
ド
￥
］
　
1
0
七
穂
故
二
四
、
穂
の

長
品
↓
㌧
i
O
l
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
繊

で
す
。

　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
～
　
ミ
～
～

②
包
装
価
格

イ
、
力
ま
す

格

　
臼
陥
の

33
」
以
も

昭
1
1
　
の

゜

21

31

で
の

33

ん

゜

よ
も

ヨ
コ
g
H
’
T
2
x
山4，120　4，040

4，040　3．960

3，960　3，8、0

3，880　3，80〔，

3，680　3，600

4，381　4，296

4，26｜

1，938

1，883

4，176

1，898

1，843

価味中①
昭33．　π召33．
10．｜日10．　11

～lo．「i～
10ヨ　ナ10．　2｛】

でv．）もH　ヒで
の　　1のもの

　4，280　q，200

4，1204，200

4・120i　4，〔〕40

　　　－　1一　一
4，040　3・96（）

3，840　3，76〔〕

4，556　4，471

4・436　4，351

2・013　1，978
　　　　　F－　一＿

1，95st　1，923

f？l　I等｜f召3q．9

　　　　’タ月よ

　i　　Eのも
目「級の
　　　1

114，360

4・280

4・200

4，12〔】

3，920

4，646

4，526

2・053

1，9’）8

・

－
等
一
三
3

4
5
｜
2
｜
2

正
味
60
K9

に
つ
き

iFi味
60　K9

につ
き

as
L
f
：
つ
き

一
ヒ
7
⑱
　
一

1
3
h
‘

種
　
類

玄

米

精

米
　
も
み

　
　
　
　
　
新
八
珊
円

　　　　
　
［

　
　
　
　
　
古
五
市
円

③
も
ち
米
加
算

イ
’
昭
和
＝
三
」
年
十
二
月
十
五
日
L
（
で

に
政
附
が
胃
入
れ
た
も
の
の
価
格
は
そ

れ
ぞ
れ
①
の
中
味
価
格
に

議
。
し

一

を
加
え
た
額
と
p
る
．

一
④
そ
の
他

1
イ
t
事
前
売
汲
申
込
を
し
た
牛
障
者
は

別
に
定
め
る
期
限
迄
、
売
渡
し
た
場
合

一

は
干
記
の
額
を
川
算
し
た
も
の
と
す
る

玄
米
六
O
閲
に
つ
き
四
〇
円

精
米
六
〇
冊
に
つ
き

四
四
14

も
み
三
七
、
五
附
に
つ
き
一
九
円
二

五
銭
。
を
加
え
た
額
と
す
る
。

］
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早
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
サ
イ
ロ

　
飼
料
作
物
を
作
り
ま
し
よ
う
　
i
人
間
の
品
料
に
も
よ
く
味
噌
ぱ
油
の
原

◎
な
ぜ
飼
料
作
物
を
作
つ
た
ら
よ
い
か
‥
料
に
も
な
り
ま
す
，
敗
川
は
反
当
　
石

飼
料
作
物
を
作
る
と
家
畜
を
飼
ノ
鰹
付
一
U
斗
ー
三
石

が
出
来
る
わ
け
で
あ
り
ま
ず
．
し
か
も
播
柚
期
十
月
－
十
一
月
ド
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

牛
を
例
に
と
つ
て
云
．
ス
け
皆
さ
ん
が
刈
一
反
当
　
四
升
ー
山
升

つ
て
や
ら

れ
る

青
苗

は
、
い
わ
ゆ
る
雑
採
臓
決
の
早
期
障
如
タ
バ
コ
蹄
竜
前
作

草
の
類
t
柴
へ
価
の
点
に
孔
詮
や
ザ
ー
　
　
　
　
一
一
尺
咄
に
ま
v

ト
ゥ
イ
ツ
ケ
ン
，
ク
ロ
ー
バ
ー
等
の
飼
　
　
　
◎
早
期
水
稲
五
尺
酔
に
］
l
条
描

　　期
有栽
利培
なの

でを
1
〒

料
η
物
に
劣
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
冬
や
初
春
の
草
の
な
い
時

の
草
刈
時
間
か
少
く
て
す
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
燕
土
と
ザ
｜
ト
ウ
イ
ツ
ケ
ン

を
一
反
植
え
て
ハ
百
輿
収
穫
す
る
と
架

養
価
か
ら

み
て
約
一
万
村
千
円
位
の
価

値
が
あ
り
ま
す
の
で
う
ん
と
作
つ
て
牛

k
牛
肥
育
牛
や
豚
を
養
い
よ
し
よ
う
。

　
当
面
の
問
題
と
し
て
ぜ
ひ
本
町
に
作

つ
て
貴
い
た
い
飼
料
竹
物
が
あ
り
ま
す

の
で

次
に
御
紹
介
口
し
ー
げ
ま
す
。

①
大
麦
旭
五
号
　
こ
れ
は
ビ
ー
ル
支
の

早
牛
系
の
も
の
で
帽
宿
川
川
方
面
の
畜

肝
農
家
は
殆
ん
ど
こ
れ
を
作
り
p
t
＋
e
0

レ

ン

ゲ
よ
り
収
量
が
あ
り
早
期
跡
に
櫨

え
る
と
r
t
月
卜
旬
に
一
回
四
月
下
旬
に

一回
刈
れ
ま

す
。
ラ
デ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

湿
気
の
あ
る
畑
に
植
え
た
時
は
夏
の
管

押
を
よ

く
す
れ
は
．
、
三
年
迎
続
的
に

多
敗
穫
出
来
ま
す
。
一
什
間
に
人
－
八

回
位
刈
の
三
千
貫
は
ド
ら
な
い
で
し
よ

う
。
輪
作
体
系
ピ
ぜ
ひ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

施
肥

早
期
に
敗
穫
を
ず
る

た
め
多
肥

入
れ
て
畑
の
拙
力
の
増
進
を
計
り
た
い

　
　
　
栽
山
を
避
伺
．
ρ
。

基
肥
厩
肥
ニ
ー
－
○
〆
　
硫
匁
四
〆

　
　
　
過
石
八
〆

　
　
カ
リ
．
M

　
　
　
冶
肥
一
円
ヒ
旬
．
〆

早
期
小
陸
稲
力
前
作
に
作
つ
て
ド
さ
い

　
本
町
に
は
岬
題
刷
を
投
け
て
あ
り
ま

す
の
で

新
に
必
娯
な
力
は
役
場
に
串
込

ん
で
ド
さ
い
．

②
燕
麦
　
採
何
用
と
し
て
槌
ト
を
更
新

し
た
い
力
は
役
場
に
印
込
ん
で
下
さ
い

九
月

上
旬
に
植
え
る
と
十
l
月
ド
旬
－

十
　
月
上
旬
に
l
回
刈
れ
辛
す
。

③
ク
ロ
ー
バ
ー
小
田
用
に
植
え
る
と

も
の
で
あ
り
§
す
。
牛
用
に
は
レ
ッ
ド

ク

n
ー
バ
ー
を
豚
肩
に
は
ラ
デ
ノ
ク
ロ

ー
パ
ー
を
牛
豚
瓶
用
F
は
フ
デ
ノ
ク
ロ

パ
ー
を
植
え
よ
し
よ
う
。
入
町
で
ぱ
神

川
吉
元
好
哉
、
大
尾
中
馬
長
也
、
中
園

入
防
節
の
皆
さ
ん
が
既
に
川
間
の
杉
林

の
［
［
蔭
地
、
果
樹
園
の
ド
抽
に
は
つ
デ

ー
ク
ロ
ー
バ
ー
が
好
適
で
あ
り
ま
す
。

ク
ロ

ー
バ
ー
を
ま
ぐ
時
最
も
在
意
し
た

い
こ
と

は
ク
ロ
ー
バ
ー
は
栢
子
が
少
い

の
で
砂
を
ま
ぜ
て
多
く
し
て
丁
寧
に
ま

き
川

肥
や
合
肥
と

ま
ぜ
な
い
こ
と
。
ま

い
た
ら
濁
く
ホ
ワ
キ
等
で
ハ
ワ
ク
よ
う

に
69

く
棚
＋
し
後
鍬
で
軽
く
鎖
序
す
る

こ
と
で
：
m
。

④
ル
ー
ピ
ン
　
本
町
で
は
緑
肥
と
し
て

も
つ
と
大
き
く
ル
ー
ピ
ン
を
取
上
げ
る

べ
き

で

す
・
垣
藷
の
雄
轟
の
認
了
＝
た
で
し
よ
う
が
今
年
9
照

難
し
い
所
有
は
ル
ー
ピ
ン
を
植
牙
て
緑

肥
に
し
ま
し
よ
う
。
そ
の
際
な
る
ぺ
く

飼
料
用
ル
ー
ピ
ン
を
植
ズ
て
上
の
部
分

は
家
畜
に
廻
し
下
肺
及
恨
都
を
緑
肥
に

ts
れ
ば
二
白
－
二
白
〆
付
あ
り
ま
す
の

で
堆
肥
を
ル
し
入
れ
＼
ぱ
よ
い
わ
け
で

す
。
飼
判
用
ル
’
ピ
ン
は
入
町
G
採
租

し
て
あ
り
よ
す
の
で
御
入
用
の
方
は
役

場
に
申
込
ん
で
ト
さ
い
。

ル
ー
ピ
ン
植
付
力
例
（
麦
間
、

④
哀
を
．
ご
尺
旧
中
に
植
え
ろ
。

播
．
種
形
或

3尺3尺

旭

五
号

弓卑

期
陸
稲

＼8

卑
期
陸
潴

　
旭

五

〇う

ヤ
期
陸
茄

8

早

期
睦
稲

旭
五

号

働
ル
’
ピ
ン
を
三
月
上
旬
に
ま
い
て
甘

　
藷
の
緑
肥
に
す
る
。
　
（
三
百
～
四
百

〆
位
あ
ろ
）

⑤
カ
ラ
イ
モ
　
既
に
カ
ラ
イ
モ
は
植
付

り
の
関
係
で
カ
ラ
イ
モ
も
牧
超
が
少
い

と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
期
水
稲
の
跡

作
に
植
え
ま

卍
。
二
尺
の
高
聴
で
株
閲

八
寸
に
福
甲
牛
や
農
林
九
号
を
植
え
る

と

反
当
イ
モ
ニ
五
〇
〆
ツ
ル
一
八
〇
〆

位
あ
る

の
で
結
構
家
畜
の
飼
料
に
な
り

ま
す
。

⑥
ピ
ー
ト
　
こ
れ
も
矢
張
り
カ
ラ
イ
モ

不
足
を
補
う
意
味
で
ビ
r
－
－
ト
を
植
え
ま

す
吐
m
二
尺
株
間
’
尺
で
反
当
一
升
五

1合け
九
月
上
旬
に
ま
き
ま
す
。
牧
撒
二

千
賀
位
で
す
o

◎
サ
イ
ロ
　
は
八
、
九
月
の
内
に
作
り

ま
し
よ
う
。

　
農
協
で
サ
イ
ロ

の

，
型
わ
く
」
を
作

り
農
家
の
皆
様
に
貸
付
け
る
予
定
で
す

の
で
御
利
用
ト
さ
い
。
作
る
方
は
貸
付

順
を
適
止
に
行
い
た
い
の
で
至
急
農
協

宛
串
込
ん
で
下
さ
い
．
大
体
サ
イ
ロ
造

り
の
維
備
と
し
て
四
尺
x
八
尺
の
も
の

で
は
セ
メ
ン
ト
七
袋
’
砂
ミ
カ
ン
箱
で

十
二
箱
、
パ
ラ
ス
ニ
四
箱
人
昌
が
四
－

五
人
経
腿
必
嬰
て
し
よ
う
．

夏
に

多
い

家
畜

の

伝

染

病

ー
原
因
は
蚊
か

毎
年
夏
に
な
り
ま
す
ど
、
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
家
畜
の
伝
染
病
が
流
行
し
ま
す
。
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ど

ガ
蚊
の
媒
介
に
よ
っ
て
伝
染
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
、
家
畜
に
大
損
告
を
与
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮
も
お
そ
ろ
し
い
の
は
家
畜
の
流
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
脳
炎
で
、
こ
の
病
気
は
人
畜
共
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
性
伝
染
病
で
す
．
家
畜
で
は
五
オ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の
若
い
馬
が
か
か
り
や
す
v
、
脳
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
さ
れ
る
た
め
に
眠
り
つ
づ
け
た
り
、

◎
ヒ
ヨ

コ

の
田
込
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
つ
た
り
。
あ

秋
ピ
ナ
の
印
込
み
を
受
付
け
ま
t
s
c
ブ
ば
れ
た
り
し
h
す
。

リ
F
？
〈
は
ロ
W
ク
ホ
ー
ン
の
岨
八
o
円
で

前
金
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
　
　
　
　
恥
い
て
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。
大

コ
ニ
ロ
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
ニ
ニ
ご
　
　
　
テ
ニ
ニ
ロ
　
　
ご
　
ロ
　
　
ニ
ニ
ニ
　
　
　
　
ニ
ニ
ヤ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
ニ
コ
ニ
　
　
　
ニ
ニ
ニ
　
　
　
　
ニ
　
　
コ
ニ
ロ
ご
　
　
ニ
ロ
ニ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ニ
ョ
ご
　
　
　
　
ニ
　
づ
ロ

で

湾
詳
讐
三
霞
愁
蒜
竪
霞
で
ら
す
ま
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
う
、
自
　
　
゜

’D
ー

脳
が
萎
縮
し
て
舶
脳
症
に
な
る
の
が
特

徴
で
す
。

　
親
豚
は
感
牙
し
ま
す
が
発
症
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
豚
が
U
娠
し
ま
す
と

病
毒
が
胎
児
に
移
行
し
て
胎
児
が
死
に

ま
す
。

　
そ
の
時
期
が
異
る

た
め
流
凶

胎
児
の

大
き
さ
が
ま
ち
ま
ち
で
、
中
に
は
ミ
イ

一フ

F
変
性
し
た
の
が
あ
り
、
又
4
き
て

生
ま
れ
る
の
も

あ
り
ま
す
。
大
体
の
月

か
ら

十
1
月
頃
に
死
命
肯
と
な
つ
て
現

名
）
に
よ
る
も
の
で
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
腰
林
省
家
畜
衛
生
試
験
場

で
研
究
調
査
し
て
い
ま
す
e

　
若
馬
C
は
g
月
か
ら
五
、
六
月
末
よ

で
に

予
防
在
射
を
受
け
て
お
v
こ
と
が

安
会
で
ず
が
、
蚊
に
さ
・
、
れ
な
い
よ
う

に
ボ

る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
緬
羊
、
山
羊
か
腰
ま
ひ
に
か
か
る
と

腰
が
ぬ
け
て
、
立
た
な
く
な
り
・
ぷ
ポ
が

乙
の
病
気
も
奴
が
媒
介
　
－
e
る
も
め
i
、

し
か
も
品
糠
の
よ
い
も
の
ほ
ど
か
か
り

や
す
く
、
鯛
羊
、
山
羊
の
改
良
増
殖
上

の
が
ん
と

も
い
え
る
屑
気
て
す
。

こ
の
予
助
法
と
し
て
は
、
士
ず
、
家
畜

小
用
の
涌
風
採
出
を
よ
く
し
、
蚊
が
生

　　というものです　　　　　は

2芸當瓢　　竃
　　▲国殿初の実鹸を　　　　　大
　　した・蹴れたの　　健

麗罐銚㌫：醒
しい方法で素材220貫　一ま脳す
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アンモニヤ利用
　　木炭の増産
アンモニヤを利用して

2割以上も増雌すると
「究が美事に成功し、ス

間でもこの素晴しい発
喜びしていよす。
この方法ンd林野庁林業

三竺歪鑛；難ぼ

マにつめる素材の上に

　　をふりかけると　　　　　牛
　　解してガスのよ　　　　　や
　　がつてレ・くので　　　響
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　　むらなく木蹴な　　塁
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害
を
受
け
ま
し
た
が
、
人
年
は
天
気
，
r
一
と
す
る
。

報
に蔓
し
美
気
の
よ
い
簡
に
収
貫
沓
の
二
化
メ
イ
虫
発
ぼ
整

穫
調
製
を
終
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
年
と
と
も
に
増
え
る
傾
向
が
あ
る
か
ら

す
。
天
気
具
合
を
見
て
早
目
に
刈
取
り
荘
蛾
最
盛
期
と
そ
の
後
十
日
目
頃
を
中

同
閨
圏
　
繍
緬
醜
鐘
醐
霞
多
縫
竃
鋳
責
』

昨ぱ
刈
取
時
期
に
巾
蓼
く
、
被
穂
肥
と
し
て
硫
安
反
当
リ
ヒ
吉
援
め
に
隅
に
誇
姦
い
て
地
温
の
ヒ

で
き
る
だ
け
あ
ら

く
架
十
し
、
天
気
の

悪
い
時
は
温
床
紙
な
ど
で
m
よ
け
す
る

月の農作業
理業疲術員連格協議会

八
．

が
よ
い
、
長
山
や
台
風

の
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
き
は
屋
内
に
は
一

こ
ぶ
か
小
積
と
し
て
山

よ

け
し
天
気
が
よ
v
k

つ
た

ら
、
P
ぐ
脱
穀
し

て
モ
ミ
や
溺
を
乾
燥
す

る
。
台
風
の
心
配
な
場

合
は
排
水
の
力
法
を
允

分
ゼ
し
し
風
速
や
風
同

る

の
を
防
ぎ
時
折
降
る
に
わ
か
l
i
i
s
g
r

壊
中
に
し

み
込
ま
せ
る
と
給
実
葬
幾
分

で
も
よ
v
し
ま
す
。

闇
團
㊥

　
今
年
は
早
天
に
よ
つ
て
植
付
不
能
や
g
か
ら
申
耕
土
寄
除
草
作
業
を
急
き
生
は
せ
る
」
よ
う
に
す
れ
ば
根
元
の
鋤
揺

植
付
が
お
く
れ
活
柑
や
初
期
牛
育
が
忠
介
を
早
め
v
ツ
ル
を
地
山
G
体
に
「
ほ
や
根
の
露
出
を
ま
ぬ
か
れ
ま
た
塾
ぱ
が

心
ゼ

（ホ
リ
ド
ー
ル
乳
剤
粉
剤
R
1
3
粉

剤
は
届
出
が
必
要
、
ダ
バ
コ
B
H
C
、

B
H
C
三
％
を
撤
布
す
る
。

庫
期
陸
圏

　
ヰ

だ
分
ケ
ツ

期
中
で
あ
る

の
で
畦間
一

に
麦
口
を
敷
く
こ
と
今
月
中
旬
か
ら
幼
一

柚
形
成
期
に

入
り
薯
水
を
必
警
む

・

時
期
で
あ
る
の曇
は
必
ず
璽
画

分
ケ
ツ
終
期
か
ら

幼
稲
形
成
期
、
穂
よ
う
に
し
Ψ
年
窯
施
す
る
船
肥
は
却
つ

メ

イ
虫
大
発
生
が

防
除
は
共
同
で
　
齊
に

を

ぢ
バ
・
人
手
で
倒
し
一
パ
ラ
、
、
、
習
糟
レ
．
駕
左
必
要
三
c
量
を
会
く
す
る
1
　
R
l
　
，
〈
：
が
お

た
方
が
よ
い

場
合
も
あ

る
。

す
る

時
期
に
水
分
が
不
足
し
、
分
ケ
ツ

が
少
く
、
不
稔
粒
、
白
穂
の
出
現
に
よ
つ

て
折
角
艇
切
つ
て
管
理
し
順
調
に
牛
育

し
C
い
た
早
期
陣
稲
の
収
間
に
打
ゲ
キ

く
れ
更
に
早
パ
ツ
解
僧
佼
に
今
ま
で
や

つ
た
肥
料
が
急
に
肥
効
い
て

（
ひ
で
り

イ

モ
チ
）
が
で
て
早
害
ト
の
被
害
を
2

け
る
こ
と

が
あ
る
か
ら

注
意
す
へ
き
で

計付作作後陸水期

今
1
1
の
＋
H
頃
か
ら
九
弓
＋
日
頃
ま
を
与
ス
可
成
り
の
減
収
が
予
想
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
・
一
般
的
に
メ
イ
虫
，
早

で
け
幼
穂
の
伸
び
．
筍
時
期
で
水
の
一
番

必
嬰
な
時
期
で
づ
。
用
水
の
不
足
ゲ
る

地
帯
の
水
田
は
如
の
牛
倉
過
桿
を
考
ズ

て
計
画
配
水
を
し
少
い
水
を
有
効
に
活

用
し
な
v
て
は
な
ら
な
い
。

い
☆
す
。
最
も
大
事
C
（
幼
梱
一
ー
二

脚
）
に
極
端
な
水
分
不
足
状
態
に
な
ら

な
か
っ
た
も
の
は
シ
イ
ナ
が
多
い
程
度

に
止
つ
た
し
、
此
の
時
期
に
早
パ
ツ
の

極
に
連
し
た
も
の
が
白
穂
や
不
稔
粒
を

や
イ
七
チ
の
発
牛
が
名
い
の
で
ょ
く
良

意
し
薬
剤
撒
布
を
お
こ
た
ら
ぬ
よ
う
に
．

す
る
。
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次
に
鶏
痘
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

本
年
産
の
若
鶏
は
六
月

か
ら

九
月
下
旬

ま
で
に
は
大
低
か
か
る
病
気
で
、
と
さ

か
や
顔
面
、
足
な
ど
に
発
診
し
食
欲
か

な
く
な
っ
て
蹄
卵
を
急
に
止
め
る
な
ど

養
鶏
上
に
打
盤
を
与
え
ま
す
。
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え
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鶏
の
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の
部
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毛
を
抜
き
、
鶏
痘
予

防
液
を
す
り
こ
む
た
け
で
簡
単
に
予
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で
き
ま
す
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か
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ん
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部
分
蚊
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る
も
の
が
多
い
の
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こ
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が
第
一
て
、
そ
の

た
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に

日
、
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舎
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溝
に
D
D
T
や
B

百
を
ま
s
て
蚊
を
退
苧
る
と
も

一に
カ
や
り
火
を
た
い
た
り
畜
舎
の
窓
に

合
網
を
張
つ
て
蚊
の
優
入
を
防
ぐ
こ
と

も
ぜ
ひ
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
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